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論文内容の要旨
一般廃棄物焼却施設における焼却排ガス中有者物質，特に低沸点重金属である水銀を除去するために，
各種薬剤の使用や処理設備の{、l設が行われることによる経費的な負担は大きな課題となっており.無薬剤
で経済的な水銀処開技術の開発が期待されている。本論文では，既存施設の潜在的水銀除去能力を積極的
に活用する自立型処胆技術の確立をめざすこととし.廃棄物焼却過程で発生する飛灰に着目して，室内お
よび現場での実験結果をもとに既存の乾式排ガス処理システムにおけるパグフィルターを利用した新たな
水銀除去回収システムを提案した。
第1奪では，焼却施設掛ガスから水銀を除去する既存の技術について概説し，本研究の背景，目的およ
びその意義について述べた。
第2章では，一般廃棄物焼却施設の排ガス中水銀のisIJ定結果について述べ，水銀除去効果に影響を与え
るHgC12とHgOの存布割合と塩椴ガス濃度との特徴的な相関関係を指摘したのさらに，それらの関係を熱力
学的に説明し，排ガス中のHgC12とHgOの比半を推計言・る方法を提案した。
第3享ーでは，排ガス中水銀除去の手段として飛灰に着目し，除去が困難なHどを対象とした室内実験を
行い，その除去能力や除去機構を明らかにした。飛|民のHピ除去機構は，HgOをHg-Clzへ変化させる化学反
応と牛，成されたHgC12の飛灰への吸着の 2つの段階からなり，化学反応にはCaClzが関勺し吸着にはよ燃炭
素が関与していることを解明し，両者が共存する場合に限りHgO除去機構が有効に機能することを指摘し
~. ト、。
第4主主では，*J~ピの水銀除去能力を活用して排ガスから水銀を除去する方法を提案し， その有効性を確
認するために実施した現場実験の結果について述べた。水銀除去率には温度が大きく影響し. 200"C以下に
おいて高い除去率を得ることができることを確認した。さらに，長時間連続運転においても安定した除去
ネが維持でき，急峻な高濃度ピークに対しでも卜分に対応できることを実証した。
第5章では， 1そI火に捕集された水銀を回収する方法について室内実験で検討した結果につし、て述べ， 250 
℃の過熱水蒸気によって高効率で[ri]収できることを明らかにした。また，一連の結果を総合して，薬剤を
必要としない新しい自立型水銀除去回収の一貫システムを提案した。
最後に.第6章では以上の研究結果を安.約した。
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論文審査の結果の要旨
一般廃棄物の焼却排ガス巾の有害水銀を除去回収する処理法の開発が急がれている。そのため，各種の
水銀処理薬剤を添加しないで回収物の滅容化をはかる，経済的な処埋技術の開発が望まれている。本論文
は，このような観点から， ー般廃棄物の焼却過程で発生する飛阪を水銀の除去に利用することに着目し，
薬剤を使用しない新たな自立型の水銀除去1月l収システムについての研究成果をまとめている。一最廃棄物
の焼却排ガス中水銀の実体調査により，除去が困難なHどが増加していることを指摘し，そのHgUの除去効
果は全水銀に占めるHgCb比率とHCI濃度の関係に依存ーすることを示唆している。 HCI濃度が800ppm以上
ではHgC12比率が約90%の高率となっている実験精史を熱力学的に解明している。 Hg~の飛灰による除去性
能実験により， HgOの除去機構はHgOをHgC12へ変化させる化学反応とそのHgCl2の吸着の 2要素からなる
こと，化学反応にはCaCllが関与し，吸着には飛灰中の米燃炭素が関与していること，両要素の共存の場合
のみlIgOの除去機構が機能することを明らかにしている。飛灰のみによる水銀除去システムを提案し現
場実験から，除去率は温度に大きく依存し，特に2000C以卜ー なら80%以上の高い除去率となること，水銀濃
度の急峻な高濃度ピークにも十分な除去率で対応できることを実証している。子両氏に捕集されたノk銀は
2500Cの過熱水蒸気により90%以上の高率で回収可能なことを提示している。その回収機構はHgCl2から
HgOへの還元反応を含むものとしている。以ーしのように，本論文の著者は，薬剤lや特別な装置を使わない
乾式の目立型排ガス中水銀除去回収処理技術として実用化するための基礎的システムを確立している。こ
れらの研究成果は，将来の環境対策にとって新たな技術を提供するものであり，機械_L学，特に廃棄物処
理技術分野の発展に寄うすること大である。よって，本論文の著者は博士(工学)の学位を受ける資格を
角す・るものと認める。
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